
 

 

 

 

 ２学期最後の学校行事である、合唱コンクール・けやき祭が幕を閉じました。 

 中学校最後の合唱コンクール。体を揺らしながら、気持ちを込めて表現しようとする姿勢。伝わってくる一

生懸命。終わってみれば、どのクラスもそれぞれの曲の良さを生かした合唱が体育館に響き渡り、甲乙つけが

たい素晴らしい発表となりました。“金賞をとること”はあくまで目標であって、行事における“真の目的・

意味・価値”ではありません。 

合唱コンクールを迎えるにあたり、各クラスではそれぞれの取り組みがありました。 

歌詞に込められた思いを学級で考え、それを掲示物にして意識を高める。練習中の動画を撮影し、みんなで

見てどう改善すればさらに良い合唱になるか考え実践する。５分でも隙間時間を見つけて、毎日歌う。題材に

なっている事柄に関する動画を見て、作者の想いを汲もうとする。すべての取り組みを紹介することは難しい

ですが、すべて生徒が考え、必要と思って取り組んだことがほとんどです。各学級で良い合唱を目指すことは

もちろんですが、その過程にある、各リーダーたちの主体的な動きに心を動かされました。休み時間に集まっ

て会議を重ね、練習の計画を立てたり、反省をするなど、体育祭でのリーダー以外で、リーダーシップを発揮

できる生徒がいることに、おおぐろの森中３年生の層の厚さを感じることもできました。まさに、学校教育目

標の「自律」に近づく活動だったのではないでしょうか。 

 もちろん全員が合唱を好きで、全員が頑張りたいという想いで始まった合唱練習ではなかったはずです。「練

習めんどくさいな」、「だるいな。」って思ったことがある人もいたはずです。誰だって好きなことだけやって、

楽しく時間を過ごしていたいなって思うでしょう。しかし、中学校３年間はたくさんの経験を積み、いろいろ

な力を身に付ける時期だと考えています。自分のためだけではなく、集団でつくりあげるものの素晴らしさを

感じる力、仲間とぶつかりながらも目標に向かって歩み寄っていく力強さ、リーダーや指揮・ピアノ、委員が、

学級のために頑張ってくれていることに対して答えようとする思い、様々な感情・目標などが渦巻く中で、自

他の成長へとつながる経験をしてくれていたらいいなと思っています。 

そして、コンクールですから嫌でも順位がつきます。その結果に喜び、悲しみ、悔しがり、涙を流す生徒も

いました。でも、そこで終わってほしくない。それが学年の先生たちの思いです。結果の裏側にある“これま

で道のり”を見てほしいと思っています。よい出来事、わるい出来事、すべてひっくるめて、合唱コンクール

に向けてのドラマです。それぞれが一生懸命に頑張ったことがあったからこそ、得るものがあると言えるので

はないでしょうか。当日の合唱は、皆様に聞いていただき、感じていただいたことが全てです。審査員の先生、

校長先生、各先生、家族、友人の心に響いた４曲。自分たちがつくりあげた合唱を誇りに思ってほしいです。

自信をもってもらいたいです。 

 順位付けによって評価されることは、今後社会に出てからもあります。しかし、学校は結果だけに固執せず、

それぞれの過程や成長に目を向けることも大事にしたいと思っています。合唱コンクールまでの期間を通して

考えた、自分はどうすることが学級にとって良いのか（自立）、学級のためにはどうしたらよいのか（貢献）、

“合唱”というものをつくりあげるためにはどうしたらよいのか（協働）を、今後の学校生活へと繋げていっ

てほしいと思っています。そして、学年目標の「一生懸命」の意味するところを再度考えるきっかけとしても

らいたいと思います。 

 最後に、けやき祭の「私の主張」「ダンス」「歌」「英語スピーチ」「吹奏楽の演奏」「生徒会発表」も素晴らし

い発表でした。それぞれが、けやき祭を盛り上げるために、たくさんの練習を重ねて準備してくれたことに感

謝です。 
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合唱コンクール・けやき祭の YouTubeは、見逃し配信（アーカイブ配信）をしており、今も見ることがで

きます。合唱コンクールのプログラムに配信用の QRコードが掲載してあります。またスキットメールにて、

配信用の URLもお届けしております。写真では伝わらないすごさを、ぜひご覧ください。 

 

 中間テスト、４回目の実力テストが終わり、２週

間後に期末テストを迎えることとなりました。「調

査書の記載内容確認書」と「進路希望調査票」のご

提出ありがとうございました。現在、お子様と担任

で二者面談を行い、明日から始まる三者面談に向け

ての準備を進めております。 

 これから多くの生徒が高校受験に向けて、勉学に

励むことになります。個の意識が強くなる時期ですが、仲間との学校生活はある種の安らぎを与えてくれるも

のと思います。日常を大事にし、メリハリをつけた生活を送ってもらいたいと思います。辛いときに頑張る原

動力となるのは夢だと思います。改めて進路希望調査票に書いていただいた志望理由を原動力として、学年の

集団として、学年目標の「一生懸命」をもとに生きていってもらいたいです。 

＜学習へ気持ちが向かない生徒へ＞ 

まず、やってみよう！（はい！やってみよう！）そして、１週間頑張り続けてみよう！そうしたら、１週間

頑張ることができる！という自信がつくから。そうしたら、さらに１週間頑張り続けてみよう。１ヶ月頑張り

続けることができれば、いろいろなことが変わってきます。何かを成し遂げたいならば、頑張り続ける努力が

必要です。 

 

 

    

３年生に関係する１１月の主な行事 

２日～１５日 
木 

水 

三者面談期間 

（給食あり・早帰り） 

７日 火 実力テスト⑤ 

１６日 木 期末テスト １日目 

１７日 金 期末テスト ２日目 

２０日 月 「推薦願」提出締切日 

２９日 水 校内進路検討会 

 


